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(NaCl：0～0.6 M)やCa2+ (CaCl2：0～14 mM)の影響を評価した結果，見かけの析出速度定数は，これらの電解
質を添加していない場合と比較して，Na+ 0.6 Mの条件下において約3倍に増加し，Ca2+ 14 mMの条件下にお
いて約 2.7倍に増加することが示された．これは，液相中に多量の電解質が溶解することで，固相表面の電気二
重層が圧縮されて固相とケイ酸分子間の静電的な反発が抑えられた結果，過飽和ケイ酸の析出が促進されたと考































速5 m/year，見かけの析出速度定数 0.99×10-10 m/s，初期流路幅0.1 mmにおいて，過飽和ケイ酸の析出によ
り 2000年の間に流路幅の約 9割が閉塞することが示された．このことから，地層処分場の安全評価上重要とな
る期間において，過飽和ケイ酸の析出に伴う十分な流路の狭隘が起こりうることを示した． 
 さらに，処分坑道内の埋戻し材への過飽和ケイ酸の析出による間隙率の減少から浸透率の時間変化を試算し，
岩盤亀裂の場合と比較した．今回は簡易的な試算としたため，間隙率の減少に伴う比表面積の変化は考慮せずに
試算を行った．その結果，埋め戻し材を想定した多孔質体の浸透率は岩盤亀裂の場合と比較して，より速やかに
減少し，浸透率0に漸近することが確認された．これは，岩盤亀裂に対して埋戻し材の方が単位体積当たりの比
表面積が103倍程度大きいためである． 
 
第5章 結論 
 本研究は，地層処分場周辺のpH勾配に起因するケイ酸の再分配による流路閉塞の可能性について検討した．
固相共存下における過飽和ケイ酸の析出挙動を処分場の周辺環境に予想される重要なパラメータについて系統的
な実験を行った結果，過飽和ケイ酸の析出挙動に対する初期過飽和濃度，温度，pH，Na+，Ca2+の影響について
これらの基盤的な知見を整理することができた．さらに，実験から得られた見かけの析出速度定数と一次元移流
拡散方程式を基礎とした岩盤亀裂幅の時間変化の試算を行い，処分場の安全評価上重要となる期間において流路
がほぼ閉塞されることを示した．埋め戻し材を想定した多孔質体の浸透率の変化についても簡易的な試算を行い，
岩盤亀裂と比較して非常に短期間に浸透率が減少することを示した．以上より，本研究は過飽和ケイ酸の析出に
よる流路閉塞が処分場の安全評価上重要な期間に起こり得ることを明らかにし，処分場の安全評価においてこれ
まで想定されていたよりも長い期間に亘って，処分場周辺に放射性核種を閉じ込めることができる可能性を示し
た．今後，実規模や実環境を想定した検討を展開することによって，さらに本研究の適用性を高めていく必要が
ある． 
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